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めには不可欠の機能である。以下に、例として because という語を PSC の中か
ら KWIC で検索し表示された結果を最初の10例だけ挙げておこう。




PSC と JAS の両コーパスに収められたテキストの基本的特性を比較するため













・Flesch reading ease index３）












次に読解の難易度であるが、Flesch Reading Ease で見てみると PSC が38.4、
JAC が34.75と JAC の方が難度が高いという結果が出ているが、Flesch-Kincaid





果になっている。Flesch Reading Ease で JAC の難度がやや高いのは、この指数が
語の長さを難易度のひとつの指標としているので、JAC が１語あたりの文字数










表（Francis and Kucera, 1982）や LOB Corpus の頻度表（Johansson and Hofland,











り扱う、同じスペリングの異義語（例えば、動詞の lead と名詞の lead 等）を区
別して取り扱う、という三点であるが、これらの作業をした上で作成された本





















they や their が人を意味する可能性もあることから、これらの出現頻度がいずれ
も上位25位以内に入っているという事実にも関連すると考えられよう。しかし、
これに対して JAC では they の出現は情報工学では186位、水理工学では146位、
their は情報工学では194位、水理工学では180位と、いずれも頻度は低く、これ
らの語はあまり使用されていない。
25位までの頻度表を見ると it は PSC では138回出現するが、情報工学では122
回、水理工学ではこの表に入っていないが32位で62回である。実際のit の出現箇
所を当たって見ると、PSCではitには具体的な指示語がある場合が多く（138例中




















３．２　文法的特徴---make, take, give の用法















上記の二種類のコーパスそれぞれにおいて、make / making / made のコンコー
ダンスを作り、どのような使われ方をしているかを調べた。 動詞として検索さ
れた make / making / made は一般的科学技術記事においては55例、専門分野の論
文においては15例であった。これら make / making / made の含まれる文章を、
Swan（1995）を参照して以下の６つのカテゴリーに分類した。
１）Object + infinitive（使役の用法）（e.g. I made her cry.）
２）With two objects（SVOO 文型）（e.g. Can you make me a birthday cake?）
３）With object + object complement（SVOC 文型）（e.g. The rain made the
grass wet.）
４）With subject complement（SVC 文型）
（e.g. Terriers make a good hunting dogs.）
５）Simple object（SVO 文型）（He made a house by himself.）
（5.1. idiomatic な用法）（e.g. We made a comparison with the old theory.）








まず、一般向け科学技術記事における make / making / made の55の用例の分類
結果は以下の表の通りである。
これを見てみると、「～を作る、製作する」という意味での使用法が16回と最
も多く、次に多いのが make it possible 等の形に見られる SVOC 文型が14回であ
り、これも頻繁に使用されることが解る。又、idiomatic な用法と前置詞ととも
に使われる用法が次に多く11回であるが、idiomatic な用法の例としては make
progress, make inference, make a decision, make matters worse, make the most of, make
sure（２回），make efforts 等がある。前置詞と一緒に使われる例としては、made














工学２分野の make を含む idiomatic な表現
以上の表を見ると、複数回出現しているのは make comparison with / between と
make use of（各３回）及び make an assumption（２回）であるが、make comparison
はうち２回が introduction において使用されている。その他に introduction で使用
されているのは、make use of, make an assumption（各１回）、results / discussion で
使用されているのは make comments、make a comparison between の２例、





検索の方法は３．２．１make の場合と同様である。検索は give / giving / gave /











３）emit の意味（give a sigh 等）
４）with action-nouns（give it a try, give a cough 等）
５）two-word verb（give in, give up 等）
３．２．２．２　give の分析結果と考察
give の PSC と JAC における give の分類結果は以下のようになった。





の形である。これは JAC の中でも情報工学の分野にとりわけ多く、given の用例








例も多い（given in table 2, gives no information 等）。一方、数は少ないが、PSC
では give + action noun の用法が５回出現している。 give rise to, give a big cheer,
give insight into 等であるが、この点も着目すべきである。
３．２．３　take の用法
３．２．３．１　検索分析の方法
検索の方法は make, give の場合と同様である。キーワードは take / taking / took
で検索を行いその結果 PSC で22例、JAC で66の例が確認された。用例の数を見
る限り PSC の方がかなり少ない。又、JAC の用例をさらに分野別に分けると、
情報工学が30、水理工学が36という結果であり両者の差はあまり見られない。
これらの用例を Swan（1995）を参照して、以下のように分類した｡
１）the opposite of give（gain, possession of, or receive）
２）the opposite of put（moving things away e.g. take off my coat）
３）the opposite of bring（transport, carry）
４）have, experience（e.g. take a break）
５）two-word verbs（e.g. take down, take up, take over, etc.）
６）time（how much time we need to do something）
３．２．３．２　take の分析結果と考察
take を検索し分類した結果は以下の表の通りである。この結果を見ると take
は JAC では出現回数が66回と、PSC の３倍となっている。しかし、PSC では総
数が少ないにも拘わらず用例は the opposite of put 以外の全ての用法に出現して
いる。The opposite of give の用例９ヶ所のうち idiomatic な表現が５ヶ所あり
（take advantage of, take for granted 等）、two-word verb の２例は take over と take off
である｡これに対して、JAC では the opposite of give の用例が35回と群を抜いて






の35例のうち10例は idiomatic な用法（take into account, take place 等）であり、
two-word verb の20例は全て take off であった。この take off 20例は水理工学のあ
る一つの論文の用例でこの論文に特殊に使用されていると考えられる｡ 20例のう
ち11例が take off angle、その他 take off section, take off field, take off velocity 等が
あるが、これらも全て相互に関連した用例である。
以上で言及した PSC と JAC で使用された idiomatic な表現全てをまとめると以
下のようになっている。これを見る限り、使用される idiomatic な表現には、
PSC と JAC の間には大きな違いはなく、数は少ないがどちらのコーパスにおい
ても各項目平均的に出現している。従って、これらの idiomatic な表現は工学系
の英語教育においても、教材に何らかの形で取り入れることが望ましいだろう。
Take の idiomatic な用法
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最後に take が出現する際の文法的な形として taken と taking の用例を調べてみ
たが、PSC と JAC それぞれについての結果は以下のようであった。
taken と taking の用例
ここでは、take という語の用法に関していくつかの文法的傾向がかなり明確
に出ている。即ち、PSC では過去分詞形 taken は現在完了形に使用されることが
多く、taking は用例が一つも無い。これに対して、JAC では taken は分詞構文の
形で使用されることが多く、taking も同様に分詞構文において最も使用例が多く




教えるべきかという課題に対し、make, give, take を例としてその使用法を分析す
ることによって、一つの方向性を提示したものである。make の分析からは、上
述の範囲で make の用法を見る限り、使用法に一般向け科学技術記事と専門の論







SVOC の指導が必要であっても、専門論文の読解と作文に関しては make の使用


































































６）Hindmarsh（1980）の分類では、give の意味は hand over to keep, entrust for a
time, exchange, emit, yield under pressure に分類され、その他に give away, give
in などの two-word verb が挙げられている。
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